
（単位：千円）

縮減額
(一般財源）

担当課

【廃止】 障害福祉サービス事業［湯山福祉センター］ 41,868 障がい福祉課

【廃止】 14,762 ICT戦略課

14,245 環境指導課

市税の徴収事業 8,100 納税課

スポーティングシティまつやま推進事業［ホストタウン事業］ 3,579 スポーティングシティ推進課

三津浜地区活性化推進事業(三津浜地区食文化普及推進事業［こなもんサミット開催分］) 3,000 まちづくり推進課

人材育成等補助事業 2,314 地域経済課

移住定住促進事業［移住体感ツアー分］ 1,835 まちづくり推進課

など

全体の縮減額 １．１億円規模

見直し内容

建物の老朽化に加え、民間の生活介護事業所が増加し、湯山障害者生活介護事業
所の利用者が減少しているため、湯山福祉センターを廃止する。
※令和3年12月末で、全ての利用者が、既に他の事業所に移っている。

浄化槽対策事業［合併処理浄化槽維持管理費補助金］

情報通信基盤運用整備事業［北条浅海・立岩地区通信基盤］

北条浅海・立岩地区に整備した情報通信基盤設備を、直接サービスを提供している民
間事業者に移行し、効率的な運営に委ねることで市民の利便性を向上させる。

移住検討者のニーズに的確に応えるため、「パッケージ型ツアー」を一部縮小し、日程
や内容を自分で決められる「オーダーメイド型ツアー」を拡充する。

口座振替の結果は、預貯金の通帳の記載で確認できるため、市県民税と固定資産税
の口座振替済通知書を廃止し、省資源化や経費削減を進める。

単独処理浄化槽との維持管理費の差額が縮小していることを考慮し、今後もこの補助
制度を継続するために、補助金額を段階的に見直す。

東京2020オリンピック・パラリンピックが終了し、ホストタウンとしての一定の役割を終
えたため、競技団体の合宿受入期間や渡航費負担を縮小し、市民との相互交流に切
り替える。

市内事業所に勤務する従業員のスキルアップにつながる研修の受講費用に、より重
点的に支援できるよう制度を見直し、事業所の生産性向上や従事者の資質向上を目
指す。

市内を中心に三津浜焼きの認知度が向上したため、こなもんサミットを隔年の開催に
変更し、今後は県外に向けて認知度の向上を目指す。（次回は、R5年度に開催）

令和４年度 事務事業の見直し（主な事業）

引き続き厳しい財政事情の中、事務事業をゼロベースで見直すことで事業費を縮減し、主要事業等の施策に有効
活用することにしました。その中から、主な事業を掲載します。


